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Ⅰ　は じ め に

はじめまして。本日は，「ケアワークを担う
AI」というテーマでお話しさせていただきます。
本日の報告の流れですが，①会社を簡単に紹介さ
せていただいた後，②弊社の AI 活用の取り組み
について紹介させていただくとともに，③それが
保育の現場にどのように活用されているのかにつ
いてもお話させていただきます。

Ⅱ　会 社 紹 介

1　事業内容

まず，はじめに，弊社の紹介をさせていただき
ます。会社組織はホールディングス体制となって
おります。最も大きな事業は，保育事業です。会
社の収益の 8 割以上は保育所の経営であげていま
す。認可保育事業と障碍児保育事業を展開してお
ります。2 番目が介護事業です。有料老人ホーム，
サービス付き高齢者住宅，訪問介護を展開してお
ります。3 つ目がソーシャルソリューション事業
です。ICT 事業や AI 事業を展開しております。
その他，JASM（一般社団法人日本社会福祉マネジ
メント学会）と呼んでいる学会組織で，保育士の
研修事業の受託や受託研究事業も行っています。

最も大きな保育事業は，「あい・あい保育園」
という形で展開させていただいておりまして，東

京都，神奈川県，千葉県，そして大阪府で計 55
カ所の直営施設があります。また，障碍児保育事
業としては「にじ」という施設を展開しています。
ソーシャルソリューション事業は，保育所の業務
管理支援システム，保育用品をネット注文できる
EC サイト，VEVO（びーぼ）と呼んでいるコミュ
ニケーションロボットなどの事業を展開していま
す。

2　会社の強み

上記のような事業を展開している弊社の強みと
して，①園児データの蓄積，②リサーチ力，③開
発体制の確保を挙げることができると思います。
私どもの直営保育園では，現在で園児のデータが
3000 人分ぐらいございます。そして，毎年 800
人分ぐらい定員が増えているような状況でして，
ある程度まとまったデータや情報が手に入りま
す。そして，そのデータの分析をお願いできる人
材が JASM に 20 人ほど在籍しています。さらに，
その課題を解決できる製品をつくる体制がありま
す。この 3 つを併せて持っていることは弊社の強
みであると考えています。

Ⅲ　職場で AI を活用する

1　背景と目的─機械化で保育の効率化を目指す

私どもは VEVO と名づけたロボットを直営保
育園で活用しています。まず，その導入背景につ
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いて簡単にお話したいと思います。最初のきっか
けは，保育士不足の解消でした。このことが根本
的に私の中にはありましたので，保育の効率化を
目指しました。そのために，まずは保育の仕事を
分解していきました。国の指針によると保育は養
護と教育を一体化したものであるとされていま
す。養護というのは，睡眠の確認や安全の確保な
どを指しています。教育というのは，保育独特の
5 領域がございまして，それに必要な環境構成を
整えるというプロセスがあります。

私どもは，睡眠の把握などの養護の部分をセン
サーなどで機械化できないかと考えました。保育
士は，子供が寝ている間，5 分に 1 回の頻度で息
をしているかどうか確認しなければなりません。
これは保育士にとって大きな精神的・身体的な負
担となっていますので，そういったところを効率
化できないか，と考えていました。そこで色々な
システムを導入したり，センサーを導入したりし
たのですが，一般産業でいうところの生産性は低
下し，利益も減少してしまいました。様々な理由
があると考えられますが，職員がパソコンになれ
ておらず，パソコンを与えると逆に作業が止まっ
てしまうという問題や，一つの施設で本来必要な
台数のパソコンを確保できないといった問題が生
じました。加えて，システムを入れている保育園
と入れていない保育園の二つを比較検証したので
すが，システムを入れた施設の効率がアップした
という結果は，得ることができませんでした。

そこで，再度保育事業におけるサービスの生産
性について考えました。その結果，売上や利益と
いった金銭的な算出物を価値として見ていては，
保育事業者としては合理性が取れなくなってくる
という結論に至りました。売上利益ではなく，子
供の成長に主眼を置くべきだとなったわけです。
そのための保護者との会話を充実させることや，
子供の発育をいかに促していくか。ここに注力す
べきだと考えました

例えば，園児が保育園で時間を過ごす意義を考
えてみると，家庭になくて保育園にあるものは，
集団です。集団の中で共同性が生まれる。つまり，

「誰々くんがやっているから僕もやってみたい」
や，「先生がこういうことをしているから，今度

私も自分でやってみる」などの集団の中でこそ生
まれる自発性を育てることが，保育園の大きな役
割の 1 つです。これを家庭で行うことは難しいと
思います。この園児の自発性を促すのが我々保育
士の重要な仕事の一つであります。

しかし，昨今の環境変化は，この目的の達成を
かつてよりも困難にしています。保育所は社会福
祉ですので，いろいろな子どもが来ます。我々の
保育園の例でいいますと，都内に全体の 48 % が
外国人で 8 カ国の園児がいる保育園があります。
このような保育園では，保護者が連絡帳を読めな
いなど保育に支障が出るような問題が生じるリス
クがあります。また，発達障碍を抱えている園児
も増加傾向にあります。

そのため，どんな子供が来ても対応できる保育
園にしていく必要があります。しかしながら，親
とのコミュニケーションをとりながら，園児の自
発性を促すことを 1 人の保育士がすべて担当する
のは無理があります。担当する業務範囲が広すぎ
ます。この点の課題を AI やデータを活用して解
消していくことを目的として，センサーを活用し
た園児データの収集と分析や，それらの情報を発
信するために作られた VEVO と呼ばれるロボッ
トの導入が進められてきております。

2　導入事例①─ロボットを活用したコミュニ
ケーションの活性化

では，導入事例として，まず，VEVO を紹介
したいと思います。正直申し上げますと，今のと
ころ「おもちゃ」の域を出るものではありません。
センサーで取ったデータを帰り際に園児の親に教
えるということのみで活用されています。ですの
で，実際の保育をロボットが行っているわけでは
ないのですが，そうであっても保育の質の向上に
寄与している部分がございます。VEVO は保育
園の入口に置かれているのですが，2 週間ほど子
供や保護者が VEVO と保育士としゃべったのか
について動画で記録してみました。このような形
で記録しました。

図 1 は，観察の結果です。右側の円グラフは，
VEVO を置いていない保育園です。40 % くらい
の保護者が保育士としゃべる時間が 5 秒以下と
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なっています。一方，VEVO を置いた保育園に
ついて見てみると，5秒以下の比率が9 %まで減っ
ています。通常保育園は 8 時台と夕方 5 時台がお
見送りとお迎えのピークとなります。このピーク
の時間に保育士が一人一人の保護者と応対するの

は，物理的に無理です。保育士を増やせれば良い
のですが，昨今の保育士不足では現実的ではあり
ません。そこで VEVO が活きてきます。VEVO
が話す内容は，「今日の給食は何を食べた」「今日
は何時間寝たよ」「何回寝返りをしたよ」など，
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図 1　VEVO 設置による会話量の変化

保育ロボ VEVO と子どもの会話の様子

〈保育士と保護者間のコミュニケーションが阻害されている要因〉
・ピークタイムによる混雑が最大の要因
・兄弟姉妹で登園，降園する場合。
・園児の機嫌が悪いときにコミュニケーション量が減少する。
・保育士は保護者ではなく園児と会話する量が多く，保護者はその会話を聞いており，保護者とコミュニケーションをとっていない。
・保護者が男性の場合，コミュニケーションの量がさらに少ない。
〈VEVO 設置によって起こった変化と気付き〉
・VEVO 設置園は未設置園と比べ，保護者と保育者の会話時間が 1.5 倍多かった。加えて，VEVO からの情報提供も行えていた。
・今回の調査では，降園時の会話時間が 5 秒以下の保護者の比率が，VEVO 設置園よりも未設置園の方が 32 % 多かった。
・園児は 1 歳半頃から VEVO に興味を示し，お友達として接する傾向が見られる。
・VEVO からの情報提供量が多いと会話が増える。
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センサーで取った記録なのですが，こうした園児
のその日の状況を保護者に教えることができま
す。それがネタになって保育士と保護者の話が膨
らんでいくわけです。VEVO が話の振り役となっ
ているわけです。

3　導入事例② 
─センサーを活用した保育の質の向上

私たちは園児にセンサーをつけて園児の状況を
把握しています。私たちは子供のデータを沢山確
保しています。一度保育園に入園すれば，子ども
たちの発育の記録を取らなければなりません。発
育の記録がなければ適切な保育の実施は難しくな
ります。具体的な項目としては，①身長・体重，
②体温の推移，③在園時間，④睡眠時間，⑤発達
記録が挙げられます。例えば，睡眠時間は，年齢
が小さければ小さいほど園児の健康状態と相関す
る項目です。また，在園時間は，長過ぎても少な
過ぎても社会性や自立性に影響が出る項目です。
発達記録は何かといいますと，何歳のときに何が
できるようになったかというのを保育士が記録し
たものです。

体温や睡眠時間は，監査項目ですのでどこの保
育園も記録を取らなければなりません。問題はこ
の記録が全部紙ベースで行われていたことです。
行政監査が終わったらすべて捨てます。この点を

私達は大きな課題と捉えていまして，データとし
て蓄積しています。

このセンサーによる園児の発育の記録ですが，
①健康予測や②より良い保育計画の策定といった
面で役に立っています。まず，園児の健康予測に
ついてですが，先ほど，体温の推移が非常に重要
だと申し上げました。その理由は，登園時のみの
定点記録ではなく，推移を把握することで，健康
の予測ができるようになったからです。園児の体
温の推移について，2 週間ぐらいとってみますと，
その園児の体調の現状がかなり高い確率でわかる
ようになってきました。「病気も子供の仕事のう
ちだ」という，ことわざのようなものもあるので
すが，休めば休むだけ，学ぶ機会の喪失に繫がり
ます。ですので，できるだけ保育園に来ていただ
きたいと思っています。

どういうグラフができるかといいますと図 2 の
ようなものになります。このような推移を把握す
ることで，体調不良の予兆があることが把握でき
るようになります（図 3）。あくまでも確率論では
ありますが，保育士がこのデータを基に，保護者
に対して，「最近，家での睡眠はどうですか」と
いった，子どもの健康状態に関するそういう具体
的な会話ができるようになります。このように，
園児の健康状態を維持していくことに役立ってい
る面があります。

※実在の保育園とは関係ありません

図 2　V センサーのアウトプット
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次に，より良い保育計画の策定についてです
が，当社は毎月記録していますが，一般的な保育
園は 5 月と 11 月に園児の発達記録をとっていま
す。具体的には，何歳のときに何ができるように
なったという記録を取っています。このデータを
基に未来の保育計画を立てています。このデータ
を利用しながら，個人に適した保育について担任
単位，クラス単位で話し合って決めるという取り
組みを行っています。保護者からの悩み相談の多
くは次の 2 つの事柄に関連するものです。1 つは
医療的な問題で，もう1つは発育です。発育が「う
ちの子，遅くないかな」ということは，保護者に
とってとても気になることです。園児の発達の状
況を正確に把握することは，保育にとって非常に
重要なことであります。この点について，我々は
これまで取ってきた園児のデータを活用していま
す。

表 1 は，発達を確認する項目のうち，4 月が終
わって 5 月，つまり，新年度が始まって最初の 2
カ月目の園児の 9 割が達成していることを示した
ものです。

この一覧が示すとおり，「シールを貼って楽し
む」「簡単な会話ができる」「食事をする」「好き
なおもちゃで集中して遊ぶ」といったことは，5
月の時点では 9 割の子供ができています。このこ

とは，逆に，これらのことができていない子ども
は，今後注意して見守っていく必要があることに
なります。逆に表 2 は，発達項目のうち，9 割の
園児ができていないことを示したものです。「自
分でトイレにいくことができる」「自分の名字が
言える」「名前が言える」「箸に興味を持つ」「ブ
ランコをこぐ」などです。例えば，ブランコは，
腹筋や背筋を使うので 2 歳になったばかりの子に
とっては難しいのですね。できる子もいますが，
ほとんどの子にとっては難しい。つまり，できて
いなくても問題ないわけです。

ところが，「できますか」という項目があるも
のだから，下手するとそれを行えるように保育す
ることが，現場で目標になってしまうことがあり
ます。しかし，9 割はできないわけですから，そ
もそもここに挙げられていることを行えるように
なるのには無理があるわけです。園児の成長に
沿って，保育は実施されなければなりません。実
際 9 割ができない項目を無理して行わせる必要が
あるでしょうか。

そこで，私達は，各項目を 3 つの段階に，つま
り，ホップ・ステップ・ジャンプで分類すること
にしました。ホップというのは，ほとんどの子ど
もができる項目です。これができないお子さんは
どこにつまずいているのかというのを把握し，適

図 3　V センサーの意義
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切な保育を実施していく必要が出てきます。次の
ステップは，5 月にはできていない項目のうち，
11 月の検査のときにはできているという確率が
高いものです。これらの項目に関して，保育士は，
保育士同士や保護者と共有しておかなければなり
ません。ここに挙がっている項目については，保
育の中で園児に働きかけて，多くの園児が実践で
きるようにする必要があります。

最後がジャンプです。これは，11 月のチェッ
クの段階でもできていない園児が多い項目です。

ですので，ここに挙がった項目を保育の中で 2 歳
園児すべてに対して，トレーニングすることに果
たして意味があるのかどうか。もちろん，できる
子もいます。ジャンプ項目に挙がっている項目に
ついては，すべての園児に発達を働きかけるので
はなく，できる子がいたらそのことを保護者に伝
えて褒めてあげるといった対応が求められます。

子供の発達というのは，簡単に分けると 2 つの
領域，つまり，生活基礎力とコミュニケーション
力で判断します。生活基礎力というのは，先ほど

全身を使う遊びを楽しむ

両足を揃えて階段を上る

シール貼りを楽しむ

シールを台紙からはがすことができる

簡単な衣服を一人で脱ぎ，手助けされて着る 

友だちの名前がわかり，言える

生活に必要な言葉を理解する

一つの遊びに集中して遊べるものがある

楽しく食事をする

簡単な会話をする

名前を呼ぶと返事ができる

動物などの真似をして表現する

保育土と一緒に歌や手遊び，リズムに合わせて身体を動かすことを楽しむ

好きな玩具を集中して遊ぶ

自然のものに触れ，大きさ，手触り等を感じる

しっかりと咀嚼をして食べる

自分で尿意を感じ，トイレに行くことができる

知っているものを絵で描いて自分なりに表現する

ボタンをはずす，かける

自分の姓名が言える

箸に興昧を持つ

ブラシコを自分でごぐごとができる

三輪車をこぐ

はさみで紙を数回連続切りができる

はさみで直線以外の線が切れる（円など）

自分が脱いだ衣類をたたむことができる

箸を正しく持って食べる

表 1　期首（5 月）に 9 割の 2 歳児が達成している発達項目（16 項目）

表 2　期首（5 月）に 9 割の 2 歳児ができていない発達項目（11 項目）
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の1人でトイレに行けるとか，服を着られるとか，
1 人で遊ぶといったことが含まれます。コミュニ
ケーション力というのは，2 歳児の段階ですと語
彙力です。言われていることを理解できているか
が，2 歳児にとってのコミュニケーション力です。
例えば，「皆でお外に行くよ」と保育士が言った
ときに 1 人だけポツンと座っているとします。そ
の場合，その理由を把握しなければなりません。
言葉がわからないのか，耳が聞こえないのか，そ
れともほかに興味があるのか，様々な理由が考え
られます。1 つの現象だけで，発達に遅れがある
と判断するのは時期尚早な話であって，そこはよ
く観察しなければいけません。各項目について，
達成すべき項目と必ずしもそうではない項目に分
け，適切な発達を促していくように保育の中で園
児に働きかけを行っていく必要があると思いま
す。そして，ホップ項目やジャンプ項目について実
践できていない園児について，その原因を探り必要
な保育を行っていく必要があると考えています。

図 4 はコミュニケーション能力について第 1，
第 2，第 3 グループで分けてみたものです。右側
に「r」「a」「u」とありますが，こうした園児は
まだ日本の生活に慣れていない外国人世帯の子ど
もであったり，日本人でもゆくゆく発達に遅れや
偏りが出てくる可能性が高い子供たちであったり

します。この第 1，第 2，第 3 のグループにいる
子供たちは，基本的には保育園にいれば伸びてい
きます。そこのグループに入らなかった子たちに
対して，どのような支援を行っていくのかが極め
て重要になってきます。未就学の教育にとって大
切なことは，この 1，2，3 グループからは外れて
しまっている子どもたちに焦点を当て，彼らの発
達を支援していくことにあると思っています。

Ⅳ　おわりに─今後にむけて

以上，簡単ではありますが，弊社の AI 活用に
ついて紹介させていただきました。今後は，
VEVO が今以上に保育士の手助けができるよう
なコミュニケーションをとることができるように
したいという思いが，私の中で漠然とあります。
ただ，喫緊の課題として考えていることは，収集
し解析したデータを読むことができる保育士の育
成です。ここは現状なにか私の中で解があるわけ
ではございません。保育事業者として私が一番懸
念しているところであります。

　さだまつ・じょう　株式会社 global bridge HOLDINGS
代表取締役 CEO。
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図 4　コミュニケーションと生活基礎力から算出した 2 歳児クラスの分布図


